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研究成果の概要（和文）：51番札所石手寺、52番札所太山寺などで資料調査を行い、多くの未発見の文書等を整
理し、報告書にまとめた。衛門三郎伝説は本来的には石手寺における熊野信仰の由来譚であり、弘法大師信仰に
もとづくものではなかったことなど、多くの新しい事実を明らかにした。また、国内外の他の巡礼との比較研究
を行い、四国遍路は権力や教団の関与がなく、一般人が主体の巡礼であることを解明した。

研究成果の概要（英文）：We searched the old historical documents at Temple no. 51, Ishiteji and 
Temple no. 52, Taizanji.We organized many undiscovered data and published a report.We clarified many
 new facts. For example,the original legend of Emon Saburo is not based on the faith in Kobo Daishi,
 but on the faith of Kumano at Temple no. 51, Ishiteji.We did a comparative study of the Shikoku 
Pilgrimage with other pilgrimages of Japan and overseas countries.We clarified new fact that the 
Shikoku Pilgrimage was not concerned with a religious community and power,but the Shikoku Pilgrimage
 was constructed by commoners.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 四国遍路の歴史学的研究は、新城常三、近
藤喜博、前田卓氏らによって基礎が築かれた
が、近年四国遍路は多くの研究者の関心を集
めるようになった。しかし、その多くは、宗
教学、文化人類学、地理学などからのアプロ
ーチであり、日本史分野からの研究は少ない。 
 一方、愛媛大学の歴史学と文学の教員が中
心となって結成した「四国遍路と世界の巡礼」
研究会は、2003 年より毎年秋に公開シンポジ
ウムを開催し、またこの間の2002-2004年度、
2007-2009 年度には科研費を得るなど、四国
遍路についての共同研究を継続して行い、多
くの成果をあげることができた。またこれら
の研究成果は報告書・資料集等にまとめ、学
界に発信している。しかし、四国遍路の歴史
は古代から現代まで長期にわたり、また未調
査の資料も多くあるため、不明の点がまだ数
多く残されているのが現状である。 
 
２．研究の目的 
 四国遍路は、古代に始まり現代まで続いて
いる巡礼である。毎年多くの人々が遍路のた
め四国を訪れ、四国遍路への関心は年々高ま
っている。しかし、日本史分野からの研究が
少ないため、四国遍路の歴史には未解明の部
分が多い。本研究の目的の第一は、四国４県
のさまざまな分野の研究者が結集して地域
に残る四国遍路関係資料を詳細に調査・分析
し、古代から現代に至る四国遍路の歴史的実
態を解明することである。第二は、日本及び
世界の巡礼との国内・国際比較研究を学際的
総合的に行い、四国遍路が国内外の巡礼の中
でどのような特質を持っているかを明らか
にすることである。すなわち、四国遍路の歴
史とその特質を学際的総合的に解明するこ
と、そして日本における巡礼史研究のモデル
ケースとなることが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
(1)地域に残る四国遍路関係資料を詳細に調
査・分析する。これまでにもこうした調査は
行い、資料集などにまとめてきたが、札所寺
院や旧家などには未調査の資料が数多く残
されていることが判明している。そこで、本
研究では、四国 4県の大学・博物館等に所属
するさまざまな分野の研究者が数多く結集
し、四国に残る四国遍路関係資料を徹底して
調査・分析する。 
(2)論点を設けての日本及び世界の巡礼との
比較研究を行う。巡礼は人類共通の現象とい
われるように、国内及び世界には数多くの巡
礼が存在している。したがって、四国遍路の
歴史的特質を明らかにするためには、日本及
び世界の巡礼と比較する視点が必要である。
ただ、個別的な比較では統一性に欠けるため、
本研究では三つの論点を設け、それを基準と
して比較検討を行うことにした。三つの論点
とは、四国遍路を構成する三つの要素、すな
わち、遍路をする人（巡礼者）、88 の札所（聖

地）、遍路をする人を受け入れる地域（地域）
である。この巡礼者、聖地、地域の三つは日
本・世界のいずれの巡礼にも共通しており、
これらを論点として四国遍路と日本・世界の
巡礼との比較研究を行うことにより、四国遍
路の特質を明らかにすることができる。 
(3)共同研究体制をさらに充実させる。四国
遍路は、日本史だけではなく文学、社会学、
民俗学など他分野からのアプローチが必要
な研究対象である。これまでの共同研究でも
他分野の研究者が加わっていたが、本研究で
はそれをさらに進め、日本史研究者だけでは
なく、遍路・巡礼研究において実績のある外
国史、考古学、文学、社会学、文化人類学、
民俗学、地理学、美術史の研究者を組織し、
充実した学際的共同研究体制を構築する。 
 
４．研究成果 
(1)四国遍路関係資料の調査については、寺
内浩、胡光、今村賢司らが 45 番札所岩屋寺、
51 番札所石手寺、52 番札所太山寺、75 番札
所善通寺で資料調査を行い、多くの未発見・
未整理の資料を整理した。また、八幡浜市で
は俵に納められた納札の調査も行った。この
うち石手寺・太山寺については、胡光が『四
国霊場第五十一番札所石手寺総合調査報告
書』、『四国霊場第五十二番札所太山寺総合調
査報告書(1)』、『四国霊場第五十二番札所太
山寺総合調査報告書(2)』を刊行し、両寺が
伊予国の札所や寺院の代表格であったこと、
九州からの遍路にとっては両寺が発願・結願
の寺であったことなどを明らかにした。岩屋
寺については、寺内浩が中世末の岩屋寺では
念仏信仰が盛んであったことなどを解明し
た（「愛媛県久万高原町岩屋寺こけら経・笹
塔婆について」）。この他、稲田道彦が『四国
遍路の納経帳資料集』、『四国遍礼道指南』を
刊行した。 
 
(2)前近代の四国遍路については、川岡勉が、
中世の巡礼・参詣は在地社会の自立的・主体
的活動に依存していたこと（「日本中世の巡
礼・寺社参詣と地域権力」）、大石雅章が、中
世以前の修行者中心の辺地修行が江戸時代
に民衆による遍路に拡大したこと（「四国遍
路と弘法大師信仰」）、寺内浩が、四国遍路縁
起は西国巡礼縁起の影響を強く受けている
こと、衛門三郎伝説は本来的には石手寺にお
ける熊野信仰の由来譚であり、弘法大師信仰
にもとづくものではなかったこと（「四国遍
路縁起と西国巡礼縁起」、「衛門三郎伝説と熊
野信仰」）、稲田道彦が、88ヶ所成立以前の四
国巡礼では、寺院以外の特異な自然景観地な
どさまざまな場所が参拝地になっていたこ
と（「「四国遍礼道指南」における聖地の景
観」）、胡光が、新発見の遍路日記をもとに、
接待があっても宿泊料・食事料などの必要経
費が多く必要であったこと（「「遍路日記」に
見る四国、その内と外」）、河合眞澄が、江戸
時代の歌舞伎には四国遍路などの巡礼が登



場し、巡礼の身なりなどが復元できること
（「歌舞伎の中の巡礼」）、松永友和が、元禄
期における雲辺寺と地蔵院との本末論争に
徳島藩は介入しなかったこと（「四国遍路札
所寺院と徳島藩・江戸幕府」）、などを明らか
にした。 
 
(3) 近代の四国遍路については、小幡尚が、
日清・日露戦争期に札所寺院が戦捷祈願や戦
没者慰霊などに積極的に関わっていたこと
（「戦争と四国霊場・遍路」）、浅川泰宏が、
四国霊場開創という聖年は、開創 1100 年の
時に創出されたこと（「四国霊場の聖年モニ
ュメント」）、中川未来が、植民地期台湾の四
国 88 ヶ所写し霊場は真言宗布教と相互依存
的に発展したこと（「植民地台湾の四国八十
八ヶ所写し霊場」）、モートン常慈が、西洋人
遍路は日本の歴史や文化に触れられること
を四国遍路の魅力としており、それは 100 年
前から変化していないこと（「世界の視点か
ら見た四国遍路の魅力」）、竹川郁雄が、現代
の四国遍路には多様化とともに弘法大師信
仰の内面化もみられること（「調査データで
見る現代の四国遍路」）、などを明らかにした。 
 
(4)2014年は四国遍路開創1200年の年にあた
るため、四国４県の美術館・博物館で特別展
「空海の足音 四国遍路展」が開催され、長
谷川賢二、町田哲、胡光、岡本桂典、今村賢
司、三好賢子、御厨義道、上野進、松岡明子
らが研究成果を展示するとともに、各県ごと
に計４冊の図録を刊行した。 
 
(5)世界の巡礼については、矢澤知行が、台
湾の大甲鎮瀾宮遶境進香では四国遍路と同
様の巡り型の巡礼行事が行われていること
（「中国・台湾の媽祖巡礼」）、石川重雄が、
明清代以降組織的な進香が行われ、その様子
はガイドブックや法令からうかがえること
（「伝統中国における朝山進香」）、吉田正広
が、「霊廟」としてのセタノフを中心とする
休戦記念日前後の式典やイベントは歴史的
複合的に形成・発展してきたこと（「イギリ
スにおける戦死者の追悼式典と赤いポピ
ー」）、加藤好文が、日系人収容所跡地のマン
ザナールは「公民権」というアメリカのレガ
シーを守り継承していく「聖地」として機能
していること（「草の根のアメリカ・マンザ
ナール巡礼」）、などを明らかにした。 
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